
                                       

平成 25 年 2 月 13 日 

各      位 

        会 社 名 株式会社マツヤ 

        代表者名 代表取締役社長  小山 栄造 

  （J A S D A Q・コード７４５２） 

          問合せ先 取締役財務本部長 本多 佐年 

           ＴＥＬ  （026）241-1314 

 

 

  （訂正・数値データ訂正）「平成 24 年２月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成23年７月８日に公表しました「平成24年２月期 第１四半期決算短信」の一部に訂正

すべき箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所につきましては、訂正前と訂

正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿（アンダーライン）を付して表示しております。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

訂正理由につきましては、本日開示の「過年度有価証券報告書等及び決算短信の訂正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

 

記 

 

 

 訂正を行う決算短信 

  決算期    平成 24 年２月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  発表日    平成 23 年７月８日 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 



(サマリー情報 １ページ目) 

【訂正前】 

 

平成24年2月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成23年7月8日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成23年7月13日   
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無   
四半期決算説明会開催の有無 ：無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年2月期第1四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年5月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第1四半期 10,131 6.2 △16 ‐ △51 ‐ △111 ‐

23年2月期第1四半期 9,542 2.2 98 194.0 60 ‐ 32 ‐
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

24年2月期第1四半期 △15. 51 -

23年2月期第1四半期 4. 35 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第1四半期 16,341 2,929 17.9 416.41

23年2月期 15,802 3,254 20.6 452.90
 

(参考) 自己資本 24年2月期第1四半期 2,929百万円 23年2月期 3,254百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年2月期 －  0. 00 － 12. 00 12. 00 

24年2月期 －    

24年2月期(予想)   0. 00 － 12. 00 12. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

 

３．平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 2.4 250 △20.8 180 △27.8 20 △86.1 2. 78

通期 40,000 4.4 676 8.2 530 6.7 275 1.7 38. 27

(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無  
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【訂正後】 

 

平成24年2月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成23年7月8日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成23年7月13日   
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無   
四半期決算説明会開催の有無 ：無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年2月期第1四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年5月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第1四半期 10,131 6.2 △66 ‐ △101 ‐ △139 ‐

23年2月期第1四半期 9,542 2.2 79 138.7 42 ‐ 21 ‐
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

24年2月期第1四半期 △19. 44 -

23年2月期第1四半期 2. 87 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第1四半期 16,120 2,704 16.8 384.43

23年2月期 15,610 3,057 19.6 425.52
 

(参考) 自己資本 24年2月期第1四半期 2,704百万円 23年2月期 3,057百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年2月期 －  0. 00 － 12. 00 12. 00 

24年2月期 －    

24年2月期(予想)   0. 00 － 12. 00 12. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

 

３．平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 2.4 250 △20.8 180 △27.8 20 △86.1 2. 78

通期 40,000 4.4 676 8.2 530 6.7 275 1.7 38. 27

(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無  
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（２ページ） 
 1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 (1) 連結経営成績に関する定性的情報  
 

【訂正前】 
当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが見られましたが、３月

に発生した東日本大震災による甚大な被害と原子力発電所事故の影響が続いており、先行きが不透明

な状況にあります。流通業界におきましては、震災直後から一部商品の供給が不安定になったことか

ら納品の遅れや品切れなど、様々な影響が生じました。また、個人消費につきましても、震災直後は

一時的に備蓄商品等の需要増加が見られたものの、全般的には弱含みで推移しております。 

このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組み

を創り出す」の３年目として、年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づいた「旬

の商品」の提案とお客様の暮らしを考えた季節感のある販売促進政策を積極的に進めました。昨年、

お客様のリクエストやご意見を書き込める用紙をリニューアルした結果、ご意見・ご要望の件数が大

幅に増加しており、これまで寄せられた案件をもとに品揃え・サービス等に反映することで、客数・

１人当たり買上点数の増加に努めました。当第１四半期連結会計期間においては、長野県長野市に

「川中島店」（平成 23 年３月）を新規オープンし、長野県上田市の「丸子店」（平成 23 年４月）を

移転オープンいたしました。 

また、東日本大震災及び長野県北部地震後には、店頭募金活動や支援物資の提供、復興支援セール

を行いました。 

売上高につきましては、川中島店と丸子店が順調に推移し、既存店が前年を上回って推移したこと

から増収となりました。利益面におきましては、包装消耗品など経費削減に努めましたが、新規出店

コストや店舗移転コストが発生したことと、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額１億

５千３百万円の計上により減益となりました。 

以上の営業活動の結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 101 億３千１百万円（前年同四半期比

6.2％増）となり、経常損失は５千１百万円（前年同四半期６千万円の経常利益）、四半期純損失は１

億１千１百万円（前年同四半期３千２百万円の四半期純利益）となりました。 

 

 
【訂正後】 
当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが見られましたが、３月

に発生した東日本大震災による甚大な被害と原子力発電所事故の影響が続いており、先行きが不透明

な状況にあります。流通業界におきましては、震災直後から一部商品の供給が不安定になったことか

ら納品の遅れや品切れなど、様々な影響が生じました。また、個人消費につきましても、震災直後は

一時的に備蓄商品等の需要増加が見られたものの、全般的には弱含みで推移しております。 

このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組み

を創り出す」の３年目として、年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づいた「旬

の商品」の提案とお客様の暮らしを考えた季節感のある販売促進政策を積極的に進めました。昨年、

お客様のリクエストやご意見を書き込める用紙をリニューアルした結果、ご意見・ご要望の件数が大
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幅に増加しており、これまで寄せられた案件をもとに品揃え・サービス等に反映することで、客数・

１人当たり買上点数の増加に努めました。当第１四半期連結会計期間においては、長野県長野市に

「川中島店」（平成 23 年３月）を新規オープンし、長野県上田市の「丸子店」（平成 23 年４月）を

移転オープンいたしました。 

また、東日本大震災及び長野県北部地震後には、店頭募金活動や支援物資の提供、復興支援セール

を行いました。 

売上高につきましては、川中島店と丸子店が順調に推移し、既存店が前年を上回って推移したこと

から増収となりました。利益面におきましては、包装消耗品など経費削減に努めましたが、新規出店

コストや店舗移転コストが発生したことと、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額１億

５千３百万円の計上により減益となりました。 

以上の営業活動の結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 101 億３千１百万円（前年同四半期比

6.2％増）となり、経常損失は１億１百万円（前年同四半期４千２百万円の経常利益）、四半期純損失

は１億３千９百万円（前年同四半期２千１百万円の四半期純利益）となりました。 

 

 

（２ページ） 

  (2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況 

 

【訂正前】 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、９千４百万円増加しておりますが、これは主としてたな

卸資産が１億７千４百万円減少したものの、現金預金が２億４千６百万円増加したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、４億４千４百万円増加しておりますが、これは主として

有形固定資産が４億４千７百万円増加したことによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、５億３千９百万円増加し、163 億４千１百万円とな

りました。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、４億２千１百万円増加しておりますが、これは主として

買掛金が４億１千９百万円増加したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、４億４千３百万円増加しておりますが、これは主として

資産除去債務が２億８千８百万円、リース債務が２億８千１百万円増加したことによります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、８億６千４百万円増加し、134 億１千２百万円と

なりました。 

(純資産) 

純資産は、前連結会計年度末に比べて、３億２千５百万円減少しておりますが、これは主として自

己株式を８千１百万円取得し、配当金の支払を８千６百万円したことによります。 

この結果、純資産合計は、29 億２千９百万円となりました。 
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 【訂正後】 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、６千４百万円増加しておりますが、これは主としてたな

卸資産が２億３千１百万円減少したものの、現金預金が２億４千６百万円増加したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、４億４千５百万円増加しておりますが、これは主として

有形固定資産が４億４千９百万円増加したことによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、５億１千万円増加し、161 億２千万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、４億２千万円増加しておりますが、これは主として買掛

金が４億１千９百万円増加したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、４億４千３百万円増加しておりますが、これは主として

資産除去債務が２億８千８百万円、リース債務が２億８千１百万円増加したことによります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、８億６千４百万円増加し、134 億１千６百万円と

なりました。 

(純資産) 

純資産は、前連結会計年度末に比べて、３億５千３百万円減少しておりますが、これは主として自

己株式を８千１百万円取得し、配当金の支払を８千６百万円したことによります。 

この結果、純資産合計は、27 億４百万円となりました。 

 

 
（３ページ） 

②キャッシュ・フローの状況 
 

【訂正前】 
当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、

前連結会計年度末に比べ２億３千７百万円増加し、７億３千３百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ５千４百万円増加し８億３千万円となりまし

た。これは主として当四半期において税金等調整前四半期純損失２億２千３百万円計上したものの、

前年同四半期に比べたな卸資産が２億８千７百万円増加したことによります。 

(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億４千５百万円増加し２億５百万円となり

ました。これは主として前年同四半期に比べ有形固定資産の取得による支出が１億４千２百万円増加

したことによります。 

(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 

財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ４億７千８百万円減少し３億８千６百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ短期借入金の返済額が１億９千３百万円、長期借入

金の返済額が１億１千４百万円万円減少したことによります。 
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 【訂正後】 

当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、

前連結会計年度末に比べ２億３千７百万円増加し、７億３千３百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ５千４百万円増加し８億３千万円となりまし

た。これは主として当四半期において税金等調整前四半期純損失２億７千３百万円計上したものの、

前年同四半期に比べたな卸資産が３億２千７百万円増加したことによります。 

(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億４千５百万円増加し２億５百万円となり

ました。これは主として前年同四半期に比べ有形固定資産の取得による支出が１億４千２百万円増加

したことによります。 

(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 

財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ４億７千８百万円減少し３億８千６百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ短期借入金の返済額が１億９千３百万円、長期借入

金の返済額が１億１千４百万円万円減少したことによります。 
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（５ページ） 
３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

    

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 792,220 545,963
  売掛金 283,187 224,921
  リース投資資産 528,598 533,821
  たな卸資産  1,743,058  1,917,881
  繰延税金資産 70,173 70,173
  その他 649,466 678,992
  貸倒引当金 △4,000 △4,000
  流動資産合計 4,062,704 3,967,754

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,692,505  6,503,806
   土地 2,040,272 2,040,272
   リース資産（純額）  797,957  521,887
   その他（純額）  150,234  167,335
   有形固定資産合計 9,680,969 9,233,302

  無形固定資産   
   のれん 27,083 28,333
   リース資産 83,451 48,806
   借地権 1,047,978 1,047,978
   その他 36,810 37,496
   無形固定資産合計 1,195,323 1,162,614

  投資その他の資産   
   投資有価証券 572,198 629,092
   差入保証金 506,383 485,202
   繰延税金資産 195,422 184,510
   その他 133,499 144,616
   貸倒引当金 △4,700 △4,700
   投資その他の資産合計 1,402,804 1,438,722

  固定資産合計 12,279,097 11,834,639

 資産合計 16,341,802 15,802,393
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(単位：千円)

   

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,383,934 1,964,678
  短期借入金 4,279,763 4,368,693
  リース債務 144,869 96,726
  未払法人税等 12,792 115,208
  賞与引当金 265,000 145,000
  その他 843,463 818,471
  流動負債合計 7,929,824 7,508,778

 固定負債   
  長期借入金 3,162,646 3,284,542
  リース債務 833,794 552,068
  繰延税金負債 329,302 334,704
  退職給付引当金 415,112 406,909
  資産除去債務 288,850 －
  その他 453,180 460,926
  固定負債合計 5,482,886 5,039,151

 負債合計 13,412,710 12,547,929

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,905,599 2,103,071
  自己株式 △887,834 △805,916
  株主資本合計 2,933,764 3,213,154

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △4,672 41,309
  評価・換算差額等合計 △4,672 41,309

 純資産合計 2,929,092 3,254,464

負債純資産合計 16,341,802 15,802,393
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 【訂正後】 

(単位：千円)

    

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 792,220 545,963
  売掛金 283,187 224,921
  リース投資資産 528,598 533,821
  たな卸資産  1,527,751  1,759,158
  繰延税金資産 70,173 70,173
  その他 649,997 653,060
  貸倒引当金 △4,000 △4,000
  流動資産合計 3,847,929 3,783,099

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,628,163  6,438,266
   土地 2,021,607 2,021,607
   リース資産（純額）  793,779  517,545
   その他（純額）  149,228  166,246
   有形固定資産合計 9,592,772 9,143,665

  無形固定資産   
   のれん 27,083 28,333
   リース資産 83,451 48,806
   借地権 1,043,692 1,043,692
   その他 36,619 37,306
   無形固定資産合計 1,190,846 1,158,138

  投資その他の資産   
   投資有価証券 572,198 629,092
   差入保証金 506,383 485,202
   繰延税金資産 281,855 270,943
   その他 133,499 144,616
   貸倒引当金 △4,700 △4,700
   投資その他の資産合計 1,489,237 1,525,155

  固定資産合計 12,272,857 11,826,958

 資産合計 16,120,786 15,610,058
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(単位：千円)

   

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,383,934 1,964,678
  短期借入金 4,279,763 4,368,693
  リース債務 144,869 96,726
  未払法人税等 12,792 115,208
  賞与引当金 265,000 145,000
  その他 844,894 820,379
  流動負債合計 7,931,254 7,510,686

 固定負債   
  長期借入金 3,162,646 3,284,542
  リース債務 833,794 552,068
  繰延税金負債 329,302 334,704
  退職給付引当金 415,112 406,909
  資産除去債務 288,850 －
  その他 455,710 463,457
  固定負債合計 5,485,416 5,041,682

 負債合計 13,416,671 12,552,368

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,680,621 1,906,297
  自己株式 △887,834 △805,916
  株主資本合計 2,708,786 3,016,381

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △4,672 41,309
  評価・換算差額等合計 △4,672 41,309

 純資産合計 2,704,114 3,057,690

負債純資産合計 16,120,786 15,610,058
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 9,542,018 10,131,356

売上原価 7,247,357 7,863,813

売上総利益 2,294,660 2,267,542

その他の営業収入 291,703 291,328

営業総利益 2,586,364 2,558,871

販売費及び一般管理費  2,488,006  2,575,755

営業利益又は営業損失（△） 98,357 △16,883

営業外収益   
 受取利息 73 54
 受取配当金 17 17
 債務勘定整理益 2,607 2,072
 保険解約返戻金 － 3,803
 その他 4,242 5,075
 営業外収益合計 6,941 11,022

営業外費用   
 支払利息 44,021 43,455
 その他 499 2,531
 営業外費用合計 44,521 45,986

経常利益又は経常損失（△） 60,778 △51,847

特別損失   
 固定資産除却損  3,815  18,598
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 153,391
 特別損失合計 3,815 171,990

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

56,962 △223,837

法人税等 24,799 △112,595

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △111,241

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 32,162 △111,241
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 【訂正後】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 9,542,018 10,131,356

売上原価 7,265,865 7,915,334

売上総利益 2,276,153 2,216,021

その他の営業収入 291,703 291,328

営業総利益 2,567,856 2,507,350

販売費及び一般管理費  2,488,006  2,573,838

営業利益又は営業損失（△） 79,849 △66,487

営業外収益   
 受取利息 73 54
 受取配当金 17 17
 債務勘定整理益 2,607 2,072
 保険解約返戻金 － 3,803
 その他 4,242 5,075
 営業外収益合計 6,941 11,022

営業外費用   
 支払利息 44,021 43,455
 その他 499 2,531
 営業外費用合計 44,521 45,986

経常利益又は経常損失（△） 42,270 △101,451

特別損失   
 固定資産除却損  3,815  18,598
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 153,391
 特別損失合計 3,815 171,990

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

38,454 △273,441

法人税等 17,199 △133,995

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △139,446

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,254 △139,446
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

【訂正前】 
(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四

半期純損失（△） 
56,962 △223,837

 減価償却費 169,152 180,641
 固定資産除却損 － 18,598
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 153,391
 のれん償却額 1,249 1,249
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,129 8,202
 賞与引当金の増減額（△は減少） 114,000 120,000
 受取利息及び受取配当金 △91 △71
 支払利息 44,021 43,455
 売上債権の増減額（△は増加） △62,069 △58,265
 たな卸資産の増減額（△は増加） △112,298 174,823
 リース投資資産の増減額（△は増加） 5,037 5,223
 その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,290 △61,799
 仕入債務の増減額（△は減少） 536,475 608,623
 未払金の増減額（△は減少） 48,378 △64,554
 未払費用の増減額（△は減少） 43,108 46,696
 預り保証金の増減額（△は減少） △7,260 △6,514
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 696 13,036
 小計 846,781 958,899

 利息及び配当金の受取額 96 73
 利息の支払額 △49,080 △38,883
 法人税等の支払額 △22,138 △89,847
 営業活動によるキャッシュ・フロー 775,659 830,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △9,000 △9,000
 有形固定資産の取得による支出 △50,364 △193,081
 無形固定資産の取得による支出 － △1,252
 貸付金の回収による収入 612 612
 差入保証金の差入による支出 △296 △24,802
 差入保証金の回収による収入 3,717 15,019
 その他 △5,236 6,519
 投資活動によるキャッシュ・フロー △60,566 △205,985

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △193,149 649
 長期借入れによる収入 － 110,000
 長期借入金の返済による支出 △436,132 △321,476
 リース債務の返済による支出 △21,419 △11,747
 自己株式の取得による支出 △143,166 △81,918
 配当金の支払額 △71,207 △82,506
 財務活動によるキャッシュ・フロー △865,074 △386,998

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,981 237,257

現金及び現金同等物の期首残高 822,363 495,919

現金及び現金同等物の四半期末残高  672,381  733,177

    

－13－



 
 【訂正後】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四

半期純損失（△） 
38,454 △273,441

 減価償却費 169,152 179,201
 固定資産除却損 － 18,598
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 153,391
 のれん償却額 1,249 1,249
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,129 8,202
 賞与引当金の増減額（△は減少） 114,000 120,000
 受取利息及び受取配当金 △91 △71
 支払利息 44,021 43,455
 売上債権の増減額（△は増加） △62,069 △58,265
 たな卸資産の増減額（△は増加） △95,862 231,406
 リース投資資産の増減額（△は増加） 5,037 5,223
 その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,290 △61,799
 仕入債務の増減額（△は減少） 538,547 603,560
 未払金の増減額（△は減少） 48,378 △64,554
 未払費用の増減額（△は減少） 43,108 46,696
 預り保証金の増減額（△は減少） △7,260 △6,514
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 696 12,559
 小計 846,781 958,899

 利息及び配当金の受取額 96 73
 利息の支払額 △49,080 △38,883
 法人税等の支払額 △22,138 △89,847
 営業活動によるキャッシュ・フロー 775,659 830,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △9,000 △9,000
 有形固定資産の取得による支出 △50,364 △193,081
 無形固定資産の取得による支出 － △1,252
 貸付金の回収による収入 612 612
 差入保証金の差入による支出 △296 △24,802
 差入保証金の回収による収入 3,717 15,019
 その他 △5,236 6,519
 投資活動によるキャッシュ・フロー △60,566 △205,985

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △193,149 649
 長期借入れによる収入 － 110,000
 長期借入金の返済による支出 △436,132 △321,476
 リース債務の返済による支出 △21,419 △11,747
 自己株式の取得による支出 △143,166 △81,918
 配当金の支払額 △71,207 △82,506
 財務活動によるキャッシュ・フロー △865,074 △386,998

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,981 237,257

現金及び現金同等物の期首残高 822,363 495,919

現金及び現金同等物の四半期末残高  672,381  733,177
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